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児童館へ遊びに来た子どもたちが、七夕に思いおもいの願いを書いてくれました。

ただお課長も一緒に参加して、みんな大喜び！…夢かなうといいね。

■
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
一
生
け
ん
め
い

に
願
い
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
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～
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0
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療
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。
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◎
葦
鰊
み
親
子
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作
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頁
休
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誤
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ワ
ッ
キ
ン
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A
R
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自
然
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ク
マ
をつ
く
ろ
う
よ
〃
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日
　
時
　
7
月
2
5
日
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水
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前
半
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時
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半
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～
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講
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小
学
生
を
対
象
に
し
た
、
夏
休

み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
で
す
。

◎
見
本
は
文
化
会
館
事
務
所
に
あ

り
ま
す
。

対
　
象
　
忠
岡
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加
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定
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え
て
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。
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習
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付
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村
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土
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と
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と
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込
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月
4
日
㈱
～
2
1
日
出

に
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材
料
代
を
添
え
て
文
化
会

館
事
務
所
ま
で
。
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／
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／
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決
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行
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先
　
大
阪
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平
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セ
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タ
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ピ
ー
ス
大
阪
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・
海
遊
館

対
　
象
　
町
住
民
（
小
学
3
年
生

以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
）

定
　
員
　
3
0
名

参
加
費
一
人
2
0
0
0
円
（
中

学
生
以
下
無
料
・
昼
食
は

各
自
持
参
）

申
　
込
　
7
月
1
3
日
　
（
金
）
　
1
7
時

3
0
分
ま
で
に
人
権
平
和
室

（
5
階
）
に
申
込
み
。
（
3
0

名
を
超
え
た
場
合
、
7
月

2
0
日
蝕
1
0
時
か
ら
抽
選
）

★
申
込
は
同
一
家
族
分
だ
け
で

す
。
（
代
理
不
可
）

★
1
5
人
未
満
の
場
合
は
中
止
し

ます。
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親
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か
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合
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一
緒
に

料
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を
作
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョン。
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で
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付
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内
　
容
　
チ
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ポ
テ
ト
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・

ミ
ル
ク
春
雨
ス
ー
プ
他

申
込
み
　
7
月
4
日
㈱
～
2
6
日
㈲

に
、
材
料
代
を
添
え
て
文
化
会

館
事
務
所
ま
で
。

★
①
～
③
の
お
問
い
合
わ
せ
は

忠
岡
町
文
化
会
館
　
（
℡
0
7

2
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・
3
3
・
1
1
5
1
）
　
ま

で。●

実
施
日
の
う
ち
1
日
で
も
雨

天
中
止
の
場
合
に
実
施
。
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0

0
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に
①
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③
児
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名

④
児
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生
年
月
日

⑤
児
童
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テ
ニ
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経

験
及
び
希
望
コ
ー
ス

⑥
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絡
先
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℡
・
メ

ー
ル
）
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載
し
、

左
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で
。
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＆
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函夏休み子どもの教室L笠

【問】スポーツセンターフロント

℡22－8622

水～日曜日12時～18時

【申込先】

〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町スポーツセンター

『水泳教室』仲森　あて

【問】忠岡町児童館　℡22－8602

水～日曜日　9時～17時

【申込先】

〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町児童館『夏休みの教室』係

水に親しむことを目的とし、成長に合わせて無理なく練習します。

◆募集対象　忠岡町在住の小学1年生～3年生

◆参加料　2，500円（参加申込時に納入）

◆申込方法　往復はがきに、①第一希望、第二希望クラス②住所③

氏名（ふりがな）④性別・生年月日⑤保護者名⑥小学校名・学

年⑦電話番号（日中連絡可能な番号）を記入の上、左記申込先に

送付（電話受付不可）

申込締切　7月13日（金）の消印有効

（申込多数の場合は7／18に抽選）

※往復はがきは1枚で1名です。募集状況についてはお答えでき

ません。

◆水着等について…指定はありませんのでお手持ちのものを使用して

ください。なお、スイムキャップは必ず着用をお願いします。ま

た、キャップにはよく見える位置に名前を記入してください。

レッツ・ヒップホップ（子どもタンス）　☆無料

開催日　7／26（木）・27（金）・8／2（土）　各コース3日間

Aコース（小学1～3年）　定員20名10：00～11：00

Bコース（小学4～6年）　定員20名11：10～12：10

紙ねんと工作教室

開催日　8／5（日）・19（日）　各コース2日間

午前コース　定員10名13：00～14：30　教材費　200円

午後コース　定員10名15：00～16：00　教材費　200円

◆各教室の申込方法　往復はがきに、①希望教室・コース名②住所
③氏名（ふりがな）④性別・生年月日⑤保護著名⑥小学校名・
学年⑦電話番号（日中連絡可能な番号）を記入の上、左記申込先
に送付（電話受付不可）

申込締切　7月20日（金）児童館必着（申込多数の場合は抽選）
※往復はがきは1枚で1名です。

（3） No549　2012　71

大
切
な
お
も
ち
ゃ
に
新
た
な
生

命
を
ふ
き
こ
む
、
修
理
ド
ク
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

捨
て
る
オ
モ
チ
ャ
を
直
し
て

ず
っ
と
使
う
オ
モ
チ
ャ
に
ー
・

修
理
日
　
毎
月
第
1
日
曜
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

場
　
所
　
忠
岡
町
児
童
館
工
作
室

お
も
ち
ゃ
が
好
き
で

子
ど
も
の
笑
顔
が

大
好
き
な
方
！

【
問
】
児
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宅
ち
ゃ
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院
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絹
■
冒
…
日
割



講会

演場

【忠岡幼稚園こどもあいさつ運動】

おはようございます！
6月15日、シビックセンターで忠岡幼稚園ばら

組によるあいさつ運動がありました。子ともたち

は登庁する職員に元気いっぱいにあいさつ。和田

町長も子どもたちに笑顔で応えていました。

また、出勤するただお課長にも、おおさな声で

あいさつしていました。

男女平等の意識を育てるために、家庭・学校・地域
における教育や学習、特に幼少期における教育の果た

す役割は非常に重要です。

住民意識調査によると、子どもの教育方針について

「性別にこだわらず」とついた項目に肯定的な意見が

多いですが、「女の子は女らしく、男の子は男らしく

しつけるのかよい」も肯定的な意見が大半を占めてい

ます。男女平等意識と性別役割分担意識が併存した現

代社会を反映しているように見えます。

これらを踏まえて、本町は、性別にとらわれず多様

な生き方を選択できる社会を目指し、子ども達への男

女共同参画教育の推進、あらゆる年齢層の人々が生涯

にわたり「いつでも」「どこでも」学べる学習機会の

充実を進めていきます。

女性（n＝927）　　　　　【子どもの教育方針についての考え】　　　　　　　　男性（n＝701）
反対
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ふ
れ
お
い
と
対
話
で
築
く

明
る
い
社
会

7
月
は
強
調
月
間

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

町
民
集
会

∩口

時
　
7
月
2
4
日
　
（
火
）
1
5
時
～

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

忠
岡
中
学
校
校
長

籠
谷
　
昌
義
民

演
奏
会
　
ひ
こ
う
せ
ん

（
申
込
不
要
・
参
加
無
料
）

※
当
日
、
小
さ
い
お
子
さ
ま
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
、
お
申
し

出
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
更
生
保

護
女
性
会
の
委
員
が
お
預
か
り

し
ま
す
。

【
間
】
　
い
き
か
い
支
援
課

映
画
上
映

ト
た
だ
お
課
長
も
街
頭
啓
発
に
参

加
し
ま
し
た
　
（
6
／
6
）

【
人
権
協
会
】

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

人
権
協
会
と
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
街
頭
啓
発
が
お
こ
な
わ
れ
、

住
民
に
就
職
差
別
撤
廃
を
よ
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
2
4
年
度
の
人
権
協

会
総
会
が
6
月
8
日
に
開
催
さ

れ
、
平
成
2
3
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
と
と
も
に
平
成
2
4
年
度
の

事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
土
地
差
別
調
査
根

絶
に
向
け
た
上
映
会
を
開
催
し
、

参
加
者
は
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
の
実
現
に
む
け
て
、
決
意
も
新

た
に
し
ま
し
た
。

●

資
料
／
平
成
2
1
年
度
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
住
民
意
識
諷
査



（D体内の水分が不足しがちです

高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない上、

身体の老廃物を排出する際にたくさんの尿を必要

とします。

②暑さに対する感覚機能が低下しています

加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が鈍

くなります。

③暑さに対する体の調節機能が低下します

高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若年

者よりも循環器系への負担が大きくなります。

※心臓や腎臓の悪い方や持病をお持ちの方は、

かかりつけの医師にこ■相談ください。

讐軋室内耽多く癒し祝儀昼夜も注意が脳空です。　　一〆一

◆■■■▲日日■●◆

▲少年団育成者協議会による

救急救命講習会（6／16）

安全・安心のまち

忠　岡　町

ひとの動き

人口18′077人（±0人）

男　8′764人（＋5人）

女　9′313人（－5人）

世帯　　7月80（＋7）

≪2012年5月末現在≫
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今
夏
の
静
電
対
策
に
つ
い
て

＜
家
庭
で
で
き
る

節
電
ポ
イ
ン
ト
∨

①
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！

②
待
機
電
力
を
削
減
－
・

本
体
の
主
電
源
を
切
る
。

③
エ
ア
コ
ン
で
節
電
－
・

室
温
2
8
℃
に
設
定
二
扇
風
機

の
使
用
－

④
冷
蔵
庫
で
節
電
！

設
定
温
度
を
「
中
」
　
に

⑤
照
明
で
節
電
－
・

明
る
さ
や
点
灯
時
間
を
調
節

⑥
テ
レ
ビ
で
節
電
－
・

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
・
観

な
い
時
に
は
主
電
源
O
F
F

⑦
他
に
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
節
電
－
・

温
水
洗
浄
便
座
の
温
水
の
オ

フ
機
能
、
ジ
ャ
ー
炊
飯
器
な

ど
は
1
日
分
ま
と
め
炊
き
で

冷
蔵
・
冷
凍
保
存
、
生
活
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
て
節
電
－
・

特
に
日
中
（
1
3
時
～
1
6
時
）
　
の

節
電
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
の
ご
協
力
に
あ
た
っ
て
は
、

適
切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給
に

注
意
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
力
需
要
状
況
等
は
、

h
t
t
p
‥
＼
＼
s
e
t
s
u
d
e
n
由
〇
一
j
p
＼

関
西
電
力
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0

1

2

0

　

●

　

9

1

1

　

●

　

7

7

7

（
月
～
金
9
時
～
1
7
時
3
0
分
）

団
昌
に
よ

野
火
註
習
芸
∵

中
央
地
区
自
主
防
災
会
な
ど
多

数
の
方
が
参
加
し
、
消
火
器
訓
練

・
天
ぷ
ら
油
火
災
消
火
訓
練
・
放

水
体
験
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

〔
6
／
3
・
大
津
川
河
川
公
園
〕

「
救
急
守
旧
e
ン
9
－

お
お
さ
か
」

困
っ
た
と
き
は
、
＃
7
1
1
9

ま
た
は
0
6
・
6
5
8
2
・
7
1
1
9

突
然
の
病
気
や
怪
我
で
困
っ
た

と
き
、
病
院
へ
行
っ
た
ほ
う
が
い

い
か
・
救
急
車
を
呼
べ
ば
い
い
か

迷
っ
た
と
き
な
ど
、
住
民
か
ら
の

救
急
医
療
相
談
を
「
医
師
」
・
「
看

護
師
」
・
「
相
談
員
」
が
2
4
時
間
3

6
5
日
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

迷
っ
た
と
き
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」

が
発
令
さ
れ
た
ら

・
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
、
日
が
痛

い
、
涙
が
出
る

・
の
ど
が
痛
い
、
せ
き
が
出
る
、

息
苦
し
い

・
吐
き
気
が
す
る
、
頭
痛
が
す
る

な
ど
こ
う
し
た
症
状
が
出
た
時
は
、

ま
ず
目
を
洗
っ
た
り
、
う
が
い
を

十
分
し
た
り
し
て
、
屋
外
で
の
激

し
い
運
動
は
避
け
、
屋
内
で
休
み

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
回
復
し
な
い
時
は
、
早

め
に
医
師
の
診
察
を
。

〔
大
阪
府
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

発
令
情
報
〕

h
t
t
p
‥
＼
＼
t
a
i
k
i
．
k
a
n
k
y
〇
一
p
r
e
f
．

O
S
a
k
a
．
j
p
＼
t
a
i
k
i
k
a
n
s
h
i
＼

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

平
成
1
6
年
の
消
防
法
改
正
に
よ

り
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場

合
で
も
、
素
早
く
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
2
3
年
5
月
3
1
日
ま
で
が
期

限
で
し
た
が
、
既
に
期
限
が
経
過

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
設
置
が
お

済
み
で
無
い
方
は
、
早
期
に
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。



シリーズ

まちの自慢！
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公
益
財
団
法
人
正
木
美
術
館

～
地
域
と
と
も
に

新
た
な
ス
タ
ー
ト
～

館
長
　
高
橋
範
子
氏

正
木
美
術
館
は
、
中
世
鎌
倉
・

室
町
時
代
の
墨
画
を
中
心
に
当
代

一

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

を

誇

っ

て

い

ま
す
。
収
蔵
品
に
は
国
宝
3
件
、

重
要
文
化
財
1
2
件
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
約
1
3
0
0
点
の
作
品
が

あ
り
、
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
収
蔵
品
は
、
創
立
者

の
故
・
正
木
孝
之
氏
が
一
代
で
築

か
れ
た
も
の
で
、
収
集
家
と
し
て

傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

美
術
館
の
外
観
は
蒲
酒
な
白
亜

の
建
物
で
、
正
面
玄
関
に
は
創
立

者
の
植
樹
し
た
松
が
来
館
者
を
歓

迎
し
て
い
ま
す
。
館
内
は
、
外
の

喧
騒
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
空
間
で
、

教
育
年
、
中
に
は
一
万
年
前
の
作

品
が
来
館
者
に
遥
か
悠
久
の
時
の

流
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

4
月
に
は
、
内
閣
府
よ
り
公
益

財
団
法
人
の
認
定
を
受
け
、
新
た

な
節
目
を
迎
え
た
正
木
美
術
館
。

長
ら
く
正
木
美
術
館
に
学
芸
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
時
同
じ
く
館
長

に
就
任
さ
れ
た
高
橋
範
子
氏
は
、

「
時
を
超
え
て
、
中
世
鎌
倉
・
室

町
時
代
の
空
気
に
ふ
れ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の

息
遣
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
美
術
館
づ
く
り
に
苦
心
し
て

い
ま
す
。
」
と
り
わ
け
「
考
古
学

の
遺
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ

く
ま
で
も
美
術
作
品
で
あ
る
と
い

う
点
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
開

館
4
0
周
年
か
ら
一
般
開
放
し
た
旧

正
木
邸
は
、
和
風
づ
く
り
の
懐
か

し
い
そ
れ
で
い
て
お
酒
落
な
雰
囲

●

気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
来
館
者

へ
の
講
話
や
お
茶
会
な
ど
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
学
的

に
も
大
変
価
値
あ
る
建
物
で
、
現

在
国
の
登
録
有
形
文
化
財
を
目
指

し
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。

「
近
年
は
、
3
5
周
年
、
4
0
周
年

と
も
東
京
の
姉
妹
美
術
館
で
あ
る

根
津
美
術
館
な
ど
で
記
念
展
覧
会

を
開
催
し
、
2
週
間
で
1
万
人
を

超
え
る
来
場
者
で
、
大
人
気
を
博

し
ま
し
た
。
以
来
、
関
東
方
面
か

ら
来
館
さ
れ
る
方
も
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
の
認

定
を
う
け
る
に
あ
た
り
、
従
来
の

春
と
秋
の
2
回
の
展
示
会
に
夏
と

冬
を
加
え
て
4
回
の
開
催
と
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
新
し
い
現
代
的

な
セ
ン
ス
も
取
り
入
れ
た
美
術
館

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
作
家
と
古

美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
」
　
と
語
ら
れ
る

高
橋
館
長
。

「
実
は
、
今
回
、
蔵
を
整
理
し

て
い
る
中
で
、
1
万
2
千
年
前
の

土
器
類
が
多
数
見
つ
か
り
、
こ
の

春
の
展
示
会
で
『
古
代
礼
讃
・
中

世
礼
讃
』
　
と
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
は
木
か
ら
植
物
を
彫

り
だ
す
こ
と
で
著
名
な
現
代
造
形

作
家
の
須
田
悦
弘
氏
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
り
、
今
ま
で
に
な
い
斬
新
な

展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。
」
と
確

か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

来
館
者
に
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
「
作
品
自
体
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
展
示
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
図
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
秘
め
ら
れ
た
意
図
を
想

像
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
覧
に
な
ら

れ
る
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
と

思
い
ま
す
。
」
と
。

高
橋
館
長
は
、
正
木
美
術
館
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
　
「
創
立
者
故

・
正
木
孝
之
氏
の
心
で
あ
る
『
後

世
に
伝
え
る
大
切
な
財
産
を
守
り

伝
え
る
』
を
美
術
館
の
心
と
し
な

が
ら
、
新
し
い
要
素
も
取
り
入
れ

た
美
術
館
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
新

し
い
正
木
の
ス
タ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
で
す
し
、
改
め
て
地
域
と

と
も
に
忠
岡
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
お
手
伝
い
も
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
地
域

皆
様
に
も
ぜ
ひ
美
術
館
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く
思

い
ま
す
し
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
美

術
館
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

●

最
後
に
、
今
年
の
夏
季
展
『
正

木

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

を

た

の

し

む

1
』
　
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
「
今

年
か
ら
始
ま
る
夏
の
展
示
で
す
。

正
木
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

奥
深
さ
を
存
分
に
お
披
露
目
し
ま

す
。
墨
の
美
し
さ
や
迫
力
に
あ
ふ

れ
る
作
品
か
ら
、
涼
し
け
な
青
磁

の
碗
や
特
異
な
造
形
を
し
た
作
品

な
ど
、
正
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅

力
を
多
面
的
に
体
感
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夏

休
み
期
間
で
あ
る
の
で
、
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
む
け
て
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
。
子
供
た
ち
と
と
も

に
家
族
で
た
の
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
展
示
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
」（
シ
リ
ー
ズ
は
不
定
期
掲
載
）



■開催期間　7月21日（土）～8月12日（日） 

■休館　日　水曜日 

■開館時間10時～16時（入館15時まで） 

■入場料　大人500円／高・大学生300円／小・中 

学生100円（団体20名以上各50円引き） 

K射〟化化／∧亡〝岱
関西国際空港情報

★KlXからの旅をもっとお得に！『Kl

Xカード』7月1日（日）入会受付スタート！

《KIXカード　3つのお符ポイント》

①フライトポイントでお得！

飛行機に乗る度に貯まるフライトポイントで

各種割引や素敵な特典と交換l

②マイカーでお得！駐車場料金が25％OFFl

③空港内でお得！　KlXエアポートラウンジ

利用料金50％OFFや免税店5％OFF！

その他ショッピンクやご飲食時にもこ優待l

◇年会蔓無料！

◇入会受付　ターミナルビル2階中央KlXカー

ドカウンター（7　00～23　00）

※7／1（目）7：00より受付開始

◇詳しくはホームページをご覧ください

http．／／vvww．kansal－alrPOrt．Orjp／

一日－き一一一一一一一　…七ト一一一一一一一一一一と一…一　一一一一リー一一一一

正木美術館
夏季常設展　2012

半額割引チケット
※2名様まで入場料が半額になります。

点線で切り取り、正木美術館受付へご

提出ください。（1回限り有効）
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●

亀
岡
み
な
と
－
マ
ー
叛
ッ
ト

お
子
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
で

い
っ
ぱ
い
楽
し
め
ま
す
〃
‥

7
月
2
2
日
開
催
（
毎
月
第
4
日
曜
日
）

★
海
産
物
の
販
売
や

食
べ
物
の
販
売

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
日
用
品

な
ど
の
販
売
。
お
子
さ
ま
に
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
魚
の
ふ

れ
あ
い
体
験
や
カ
ニ
釣
り
も
。

★
当
日
、
大
阪
湾
の
底
引
き

網
漁
で
獲
れ
た
海
産
物
を

仕
入
に
行
き
販
売
を
行
い

ま
す
。
　
（
1
0
時
頃
帰
港
予
定
）

★
岸
和
田
保
安
署
に
よ
る

海
難
事
故
講
習
会

身
近
な
も
の
を
利
用
し
た
救
助

方
法
な
ど
を
、
海
上
保
安
庁
職

員
の
方
が
実
演
講
習
し
ま
す
。

映
画
「
B
R
A
V
E
 
H
E
R

A
R
T
S
～
海
猿
～
」
　
で
使
わ

れ
た
物
と
同
じ
型
の
海
上
保
安

庁
の
潜
水
士
資
材
な
ど
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
大
募
集

個
人
・
企
業
に
か
か
わ
ら
ず

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

【
間
】
忠
岡
町
漁
業
協
同
組
合

℡

0

7

2

5

・

3

2

・

0

4

5

9

※
8
月
は
2
6
日
　
（
日
）
　
を
予
定
。

●
夏
の
風
流
を
偲
ば
せ
る
名
品
群

を
展
示
し
ま
す
。
涼
や
か
な
鑑
賞

の
ひ
と
と
き
を
た
の
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
夏
休
み
期
間
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
む
け
て
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

☆
子
ど
も
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
こ
れ
は
何
の
形なん
だ
ろ
う
？
」

7
月
2
9
日
　
（
日
）
　
1
4
時
～

講
師
　
高
橋
　
範
子

（
正
木
美
術
館
館
長
）

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

8
月
5
日
　
（
日
）
　
1
4
時
～

＜
正
木
美
術
館
＞

〒

5

9

5

－

0

8

1

2

大
阪
府
泉
北
郡
忠
岡
町
忠
岡

中
2
丁
目
9
－
2
6

電

　

話

0

7

2

5

●

2

1

●

6

0

0

0

F
A
X

O

7

2

5

●

3

1

●

1

7

7

3

h
t
t
p
‥
＼
＼
∃
琵
聖
ハ
T
a
r
t
・
∃
u
S
e
U

∃Lp

招
待
券
1
0
組
2
0
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

●
申
込
方
法
　
正
木
美
術
館
ま
で

「
招
待
券
希
望
」
と
明
記

し
、
官
製
ハ
ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
記
載
事
項
　
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号

●
応
募
締
切
　
7
月
1
1
日
　
（
水
）

ま
で
の
消
印
有
効

【
注
意
事
項
】

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

・
応
募
は
、
1
人
1
枚
に
限
る
。

・
当
選
者
に
は
、
応
募
ハ
ガ
キ
に

記
載
頂
い
た
宛
先
に
、
7
月
2
0

日
頃
ま
で
に
チ
ケ
ッ
ト
を
郵
送

し
発
表
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す。
・
応
募
に
伴
い
収
集
し
た
個
人
情

報
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
送
付
や
統

計
処
理
の
目
的
に
用
い
、
他
の

目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

主
催
　
公
益
財
団
法
人
正
木
美
術
館

後
援
　
忠
岡
町
教
育
委
員
会
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ことも110番

子どもたちに
あたたかい眼差しを！

【平成24年度忠岡町自治振興連絡協議会総会】

新年度事業・予算が了承される
6月15日、平成24年度の自治振興連絡協議会総会が

開催され、平成23年度事業報告・決算報告とともに平

成24年度の事業計画案・予算案が了承されました。

主な事業計画は、全町あげての年2回のクリーン作

戦や毎月の美化運動、町民体育大会での各地区の対応

など、まちづくりの一翼を担っていくとしています。

●

優
良
主
任
児
童
委
員
表
彰

（
1
0
年
勤
続
）

川
崎
貴
子
氏

優
良
民
生
委
員
表
彰（1
0
年
勤
続
）

菅
原
泰
子
氏

赤
澤
喜
美
子
氏

近
畿
人
権
擁
護
要
員

連
合
会
会
長
表
彰

正
木
啓
史
氏

平
成
2
4
年
度

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会

連
続
で
契
約
高
が

1
億
円
を
突
破

5
月
3
1
日
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

（
上
ノ
山
理
事
長
）
　
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
2
3
年
度
事
業
報
告

で
は
、
引
き
続
き
大
変
厳
し
い
景

気
の
中
で
し
た
が
契
約
高
が
昨
年

に
続
き
1
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

▲
挨
拶
す
る
上
ノ
山
理
事
長

遺
族
会
会
長
に

松
山
信
夫
氏
（
新
）皿

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
に

田
部
通
夫
氏
（
新
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

和
気
あ
い
あ
い
の
中

熱
戦
を
展
開

【
6
／
7
　
新
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

優
　
勝
　
原
田
　
和
子
選
手

準
優
勝
　
中
辻
　
隆
次
選
手

第
3
位
　
稲
田
　
清
子
選
手

↓
優
勝
し
た
原
田
選
手

ト
挨
拶
す
る
高
見
会
長

●



正社員・パートの仕事を探している人を㌦

対象に泉北就職情報フェア華開催します

・日　時　7月31日（火）13：30～16●30

（面接受付は16：00まで）

・場　所　忠岡町ふれあいホール

・対　象　仕事を探している人

・参加垂　無　料

・持参物　写真添付の履歴書（複数社の面接を希

望される方は、面接される企業数に合

わせて履歴書を持参してください。）

・内　容　就職面接会、求人情報検索・紹介・あ

っせんコーナー、労働なんでも相談・

若年者就労支援相談・障かい者の就労

相談、職業適性診断コーナーなど

申込不要　【問】産業振興課℡22－1122

消費生活相談　労働相談 
毎週火・金曜日　　　毎月第3木曜日 

13時～16時　13時30分～15時30分 

★受付・問合せ　役場4階　産業振興課 

℡22－1122 

（相談無料、まずはお電話ください） 

※相談日は変更する場合があります。広報誌裏 

面のカレンタ■－でご確認ください。 
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消
豊
生
活
相
談

こ
ん
な
事
例
が
増
え
て
い
ま
す

約
を
迫
る
と
い
う
手
口
も
あ
る
た

め
、
業
者
の
　
「
無
料
」
な
ど
と
い

っ
た
勧
誘
時
の
説
明
を
鵜
呑
み
に

せ
ず
、
新
聞
（
雑
誌
）
　
名
、
掲
載

時
期
、
金
額
な
ど
、
条
件
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
が
な
い

場
合
、
相
手
の
説
明
に
不
審
な
点

が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
き
っ
ぱ
り

断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
掲
載
を

承
諾
し
て
い
な
い
の
に
掲
載
紙
や

請
求
書
が
届
い
た
場
合
、
契
約
は

成
立
し
て
い
な
い
の
で
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
絵
画
」
「
書

道
」
な
ど
に
も
、
同
様
の
手
口
が

み
ら
れ
る
た
め
、
ほ
か
の
趣
味
で

も
注
意
が
必
要
で
す
。

心
配
な
と
き
は
、
忠
岡
町
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
を
。

出
典
「
く
ら
し
の
豆
知
識
2
0
1

1
」
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー

そ
で
口
の
ロ
ゴ
は
4
・
0
3
と

忠
岡
町
の
面
積
（
撼
）
を
表
現

∴

短
歌
・
俳
句
の
新
聞
掲
載
ト
ラ
ブ
ル

2
0
0
8
年
度
以
降
、
短
歌
や

俳
句
の
新
聞
ま
た
は
雑
誌
な
ど
へ

の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
契
約
当
事
者
の

9
割
が
7
0
歳
以
上
で
あ
り
、
「
自

作
の
短
歌
な
ど
の
掲
載
」
と
い
う

趣
味
に
対
す
る
心
理
を
巧
み
に
利

用
し
、
特
に
電
話
勧
誘
で
高
齢
者

を
狙
っ
た
悪
質
な
手
口
が
多
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴

突
然
電
話
で
、
①
「
す
ぼ
ら
し

い
作
品
で
ぜ
ひ
掲
載
し
た
い
。
掲

載
料
は
無
料
」
な
ど
と
消
費
者
を

は
め
て
勧
誘
し
、
承
諾
し
た
後
、

高
額
な
請
求
を
す
る
　
②
新
聞
社

か
ら
の
勧
誘
と
誤
認
さ
せ
る
　
③

す
ぐ
に
解
約
を
申
し
出
て
も
「
す

で
に
印
刷
し
て
い
る
の
で
解
約
で

き
な
い
」
と
応
じ
な
い
、
な
ど
の

相
談
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
一
の
業
者
や
複
数
の

業
者
が
次
々
と
契
約
さ
せ
た
り
、

し
っ
こ
く
勧
誘
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

●
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

自
分
の
作
品
を
ほ
め
ら
れ
、
趣

味
を
発
表
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

は
、
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
心
理
に
つ
け
込
ん
で
契

「
巨
巨
．
‖
皿
闇

今
回
、
町
職
員
の
自
費
で
、
忠

岡
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
た
だ
お
課
長
』
を
あ
し
ら
っ
た

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
『
日
本
一
元
気
な
ま

ち
を
め
ざ
し
て
い
る
忠
岡
町
』
を

よ
り
効
果
的
に
P
R
し
た
い
、
と

の
思
い
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
更
な
る
周
知
と

今
夏
の
省
エ
ネ
対
策
も
兼
ね
て
い

ま
す
。
1
0
月
末
（
夏
の
エ
コ
ス
タ

イ
ル
期
間
）
　
ま
で
、
当
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
着
用
し
た
職
員
に
出
会
う
と
思

い
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
住
民
み
な
さ
ま
と
と

も
に
、
『
夢
・
希
望
・
感
動
』
　
あ

ふ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
着
用
は

7
月
1
0
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
忠
岡
応
援
審
付
金

～
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
～

★
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
…

忠
岡
町
に
寄
附
し
た
方
が
、
税

の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
翌

年
度
の
個
人
住
民
税
か
ら
寄
附
し

た
金
額
の
一
定
額
を
税
額
控
除
す

る
制
度
で
す
。

【
間
二
受
付
窓
口
】
政
策
推
進
課

℡

0

7

2

5

・

2

2

・

1

1

2

2

（
内
1
2
2
）

【
善
意
の
寄
附
】

金
1
万
円
（
一
般
寄
附
）

忠
岡
漁
業
協
同
組
合青
年
部
様
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因
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
7
月
は
保
険
料
免
除
申
請
の
受

付
月
7
月
よ
り
2
4
年
度
保
険
料
免
除

申
請
の
受
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
納
付

が
困
難
な
場
合
に
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。
申
請
は
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
等
の
前
年
度
所
得
を
審
査
し
、

納
付
額
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
一

部
納
付
）
　
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
期
間
が
あ
れ
ば
年
金
受
給

額
は
減
額
さ
れ
ま
す
が
、
受
給
資

格
期
間
（
一
部
免
除
で
納
付
が
な

い
場
合
は
未
納
と
な
り
ま
す
）
　
に

は
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
役
場
窓
口
ま
た
は
堺
西

年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め

る
こ
と
　
（
追
納
）
　
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ

る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

☆
平
成
2
3
年
度
免
除
申
請
　
（
平
成

2
3
年
7
月
分
～
平
成
2
4
年
6
月

分
）
　
さ
れ
た
方
は
自
動
的
に
免

除
該
当
の
可
否
が
さ
れ
ま
す
。

後
日
、
結
果
通
知
が
送
ら
れ
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
7
月
は
現
況
届
及
び
所
得
状
況

届
の
提
出
月
で
す

2
0
歳
前
の
障
書
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら
切
り

替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
や
、
特

別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
7
月
が
現
況
届
及
び
所

得
状
況
届
の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
出
で

す
。
7
月
に
、
日
本
年
金
機
構
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
大
阪
事
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
現
況
届
及
び
所
得
状
況

届
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
同

封
の
　
「
ご
案
内
」
を
よ
く
お
読
み

の
う
え
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役

場
窓
口
へ
7
月
中
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
前
回
の
現
況
届
提
出
時
に
住
民

票
コ
ー
ド
を
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
は
、
生
存
確
認
を
住
民

票
コ
ー
ド
に
よ
り
で
き
ま
す
の

で
、
所
得
状
況
届
の
ハ
ガ
キ
の

み
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

★
平
成
2
4
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は

前
住
所
地
の
平
成
2
3
年
分
の
所

得
に
関
す
る
証
明
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

★
診
断
書
の
提
出
が
必
要
な
人
に

●

は
、
診
断
書
付
き
の
現
況
届
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
医
師

の
診
断
を
受
け
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

★
現
況
届
の
提
出
が
な
か
っ
た
り

遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
年
金

の
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
記
以
外
の
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
、
誕
生
月
が
現
況

届
の
提
出
月
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
日
本
年
金
機
構

℡

0

6

・

4

9

6

4

・

5

6

1

1

住
　
民
　
　
【
住
民
課
】

▼
外
国
人
住
民
の
皆
様
へ

平
成
2
4
年
7
月
9
日
か
ら
、
現

在
の
外
国
人
登
録
法
は
廃
止
さ

れ
、
新
し
い
外
国
人
住
民
の
住
民

基
本
台
帳
制
度
及
び
在
留
管
理
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

●
居
住
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す
！

「
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書
」
か
ら
「
住
民
票
」
　
へ
変

わ
り
ま
す
。

●
住
所
変
更
の
手
続
き
が
変
わ
り

ま
す
！

忠
岡
町
か
ら
他
市
町
村
へ
住
所

変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
転
出
届
の

手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
「
転

出
証
明
書
」
　
の
交
付
を
受
け
、
現

在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書

（
法
改
正
後
の
特
別
永
住
者
証
明

書
、
在
留
カ
ー
ド
）
　
を
お
持
ち
に

な
っ
て
新
住
所
地
の
市
町
村
で
転

入
届
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
外
国
人
登
録
記
録
の
証
明
に
つ

い
て
現
在
の
外
国
人
住
民
の
記
録
は

新
制
度
開
始
後
、
法
務
省
へ
送
付

し
ま
す
。
今
ま
で
可
能
で
あ
っ
た

居
住
歴
、
そ
の
他
変
更
履
歴
の
証

明
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
今
後
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
法
務
省
秘
書
課
個
人
情
報
保

護
係
　
（
℡
0
3
・
3
5
8
0
・
4
1

1
1
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
今
後
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
請
求
方
法
が
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
す
。

統
　
計
　
【
産
業
振
興
課
】

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
4
期
分

介
護
保
険
料
第
4
期
分

国
定
資
産
税
第
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
1
期
分

納
期
限
は
7
月
3
1
日
で
す

▼
「
商
業
動
態
統
計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す

調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
7
月

上
旬
頃
か
ら
順
次
、
知
事
が
任
命

し
た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
】
大
阪
府
統
計
課

℡

0

6

・

6

2

1

0

・

9

2

0

9

‥
鳳
‖
園
日
日
月
山

▼
貫
頭
衣
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

1
1
月
の
農
業
ま
つ
り
（
主
催
・

●

I
A
い
ず
み
の
）
弥
生
時
代
の
史

跡
で
あ
る
池
上
曽
根
遺
跡
で
『
貫

頭
衣
（
ポ
ン
チ
ョ
の
よ
う
な
服
）
』

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
　
7
月
2
日
～
8
月
3
1
日

※
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
役
場
4
階
産
業
振
興
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
間
】
産
業
振
興
課

▼
大
阪
府
警
察
官
採
用
に
つ
い
て

・
選
考
日
　
9
／
1
6
　
（
日
）

・
受
付
期
間
　
～
8
／
8
　
（
水
）

・
採
用
予
定
人
員

男
　
性
　
約
3
2
0
人

女
　
性
　
　
　
約
5
0
人

【
間
】
大
阪
府
警
察
官
採
用
セ
ン

ノ々ー℡

0

1

2

0

・

3

7

0

・

3

1

4

泉
大
津
警
察
署

℡

0

7

2

5

・

2

3

・

1

2

3

4

▼
防
衛
省
自
衛
官
募
集

【
航
空
学
生
】

・
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
高
卒
（
含
見
込
）
　
～
2
1
歳

未
満
の
者

二

受

付

期

間

　

8

／

1

～

9

／

7

【
一
般
曹
候
補
生
】

・
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
す

る
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
者

二

受

付

期

間

　

8

／

1

～

9

／

7

【
間
】
防
衛
省
自
衛
隊
大
阪
府
地

方
協
力
本
部
　
岸
和
田
地
域
事

務
所
　
℡
0
7
2
・
4
2
6
・

八
日
．
U
J
、
‖
い
り
一
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保
険
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

●

国
民
健
康
保
険

大
阪
府
老
人
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

●
平
成
2
4
年
度
国
民
健
康
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
、
決
定
し
ま
し
た
。

本
算
定
保
険
料
決
定
通
知
書
・

納
付
通
知
書
等
を
7
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
変
わ
り
ま
す
。

平
成
2
4
年
8
月
か
ら
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
　
《
薄

緑
色
》
　
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月

下
旬
ま
で
に
、
役
場
保
険
課
か
ら

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成

水
牛
に
打
た
サ

あ
■
り
が
．
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

遺
族
会
会
長
を
ご
退
任

「
上
巨
細
紺

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
を
ご
退
任

2
5
年
7
月
3
1
日
ま
で
の
一
年
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
《
橙
色
》

の
有
効
期
限
は
平
成
2
4
年
7
月
3
1

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以

後
は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で

お
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証

《
薄
緑
色
》
　
は
お
手
元
に
届
い
た

と
き
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
旧
被
保
険
者
証
《
橙
色
》
　
は

役
場
保
険
課
窓
口
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。
●
以
下
の
各
証
の
有
効
期
限
が
平

成
2
4
年
7
月
3
1
日
と
な
っ
て
お

り
、
切
り
替
え
時
期
で
す
。
申

請
が
必
要
な
も
の
が
あ
日
工
よ
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
請
が
必
要
で
な
い
も
の

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

新
証
は
、
7
月
3
1
日
ま
で
に
届
く

よ
う
に
発
送
し
ま
す
の
で
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

◎
申
請
が
必
要
な
も
の
　
（
役
場
保

険
課
窓
口
で
手
続
き
）

①
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

※
引
き
続
き
ご
入
院
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
、
平
成
2
4
年
4
月
か

ら
高
額
な
外
来
診
療
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
取
扱
い
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
規
及
び
継
続
さ

れ
る
方
も
8
月
中
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
前
年
の
所
得
区
分
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
認
定
証
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ます。

②
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証

※
前
年
の
所
得
区
分
に
よ
り
自
己

負
担
限
度
額
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

③
大
阪
府
老
人
医
療
（
一
部
負
担

金
相
当
額
等
一
部
助
成
医
療

証
）
医
療
証
の
色
が
、
水
色
か

ら
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。
対
象

者
の
方
に
は
、
通
知
文
を
7
月

中
旬
頃
発
送
し
ま
す
の
で
役
場

の
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝

　

く

　

じ

1
等
4
億
円
が
2
6
本

前
後
賞
各
5
0
0
0
万
円
×
5
2
本

発
売
期
間
　
7
／
9
～
2
7

抽

選

　

日

　

8

／

7

2
0
0
0
万
円
サ
マ
ー
も

同
時
発
売
－
・

1
等
2
0
0
0
万
円
が
4
5
0
本

◆
お
買
い
求
め
は
大
阪
府
内
の
販

売
所
で
　
（
1
枚
3
0
0
円
）

【
間
】
㈲
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

℡

0

6

・

6

9

2

0

・

4

5

6

6

●

▼
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

納
涼
大
会

日
　
時
　
8
月
1
0
日
　
（
金
）

1
8
時
～

会
　
場
　
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐

屯
地
（
和
泉
市
伯
太
町
）

内
　
容
　
盆
踊
り
、
太
鼓
演
奏
、
音

楽
演
奏
、
模
擬
売
店
等

《
入
場
無
料
》

※
雨
天
等
中
止
す
る
場
合
あ
り
。

【
問
】
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯

地
広
報
室
　
℡
4
1
・
0
0
9
0

▼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー臨
時
職
員
募
集

忠
岡
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容
　
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
未
提
出
者
へ
の
訪

問
調
査
・
介
護
保
険
予
防

給
付
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

な
ど

勤
務
時
間平
日
　
9
時
～
1
5
時
4
5
分

応
募
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
者

募
集
人
数1
名
　
時
給
1
3
5
0
円

交
通
費
　
距
離
別
単
価
表
に
よ

り
ひ
と
月
上
限
5
0
0
0

円
ま
で
支
給

応
募
方
法
　
7
月
2
0
日
　
（
金
）
　
ま

で
に
履
歴
書
（
写
真
を
貼

付
し
た
も
の
）
　
を
役
場
秘

書
室
　
（
5
階
）
　
へ
提
出

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

▼
よ
か
っ
た
ね
！
　
乳
が
ん
早
期

発
見
、
み
ん
な
の
笑
顔

日
　
時
　
7
月
2
8
日
　
（
土
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

会
　
場
　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

（
イ
オ
ン
り
ん
く
う
泉
南
店
）

主
催
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
大
阪

後
援
　
大
阪
府
、
泉
州
9
市
4
町

▼
市
民
後
見
人
の
養
成
講
座
に
つ
い
て

大
阪
府
内
9
市
町
共
同
養
成
講
座

【
日
時
・
場
所
】

①
岸
和
田
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
　
時
　
7
月
1
4
日
　
（
土
）

1
4
時
～
1
6
時
3
0
分

岸
和
田
市
野
田
町
1
－
5
－
5

（
岸
和
田
駅
徒
歩
3
分
）

②
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

日
　
時
　
7
月
2
1
日
　
（
土
）

1
4
時
～
1
6
時
3
0
分

大
阪
市
中
央
区
谷
町
7
－
1
4

（
谷
町
6
丁
目
駅
徒
歩
5
分
）

※
申
込
は
い
ず
れ
か
一
方
の
み

【
対
象
】
本
町
に
在
住
ま
た
は
在

勤
で
、
2
5
歳
以
上
の
方

【
申
込
】
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議

会
大
阪
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

℡

0

6

・

6

7

6

4

・

7

7

6

0

【
間
】
　
い
さ
か
い
支
援
課

▼
ゴ
キ
ブ
リ
の
駆
除
剤
　
（
ホ
ウ
酸

ダ
ン
ゴ
）
　
を
配
布
し
ま
す

必
要
な
方
は
役
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・
配
布
開
始
　
7
／
5
（
木
）
か
ら

・
配
布
場
所
　
生
活
環
境
課

（
役
場
1
階
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。



お申込み・お問い合わせは

忠岡町商工会まで。

許認可（無料）相談のご案内
行政書士による建設業許可、運送業許

可、電気工事業登録、法人設立等について

のご相談を承ります。

と　き　7月12日（木）13時～16時

ところ　忠岡町商工会会議室

※相談は無料ですが事前にお申込みください。

花火で遊ぶ注意点

（か絶対に花火を人に向けない。

②建物等に向かって発射しない。

③風の強い時には花火をしない。

④花火をほぐしたり、たくさんの花火を束ね

て点火したりしない。

⑤水バケツなどを用意し安全な場所を選ぶ。

⑥子どもだけで花火をさせない。

⑦火の始末は完全に！コ三は持ち帰る！

ごみ減量大作戦！

みんなで取り組める3ヵ条

☆食べ物は大切に！

食べ残し、作り残しは控えよう！

☆ごみはしっかり水切りをしよう！

☆ごみの分別を徹底しよう！
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●

あ
な
た
の
夢
を
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
こ
案
内

忠
岡
町
商
工
会
で
は
高
石
商
工

会
議
所
・
泉
大
津
商
工
会
議
所
と

共
催
で
左
記
の
と
お
り
創
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
創
業
す
る

と
き
の
心
構
え
や
、
事
業
計
画
の

立
て
方
、
資
金
調
達
、
利
益
計
画

な
ど
に
つ
い
て
専
門
の
講
師
が
説

明
し
、
あ
な
た
の
夢
の
実
現
を
支

援
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
2
8
日
　
（
土
）

1
0
時
～
1
6
時
3
0
分

場
　
所
　
高
石
商
工
会
議
所

定

　

員

申
込
期
限

高
石
市
綾
園
2
丁
目

6
番
1
0
号

℡

0

7

2

・

2

6

4

2
5
名
　
〔
受
講
料
無
料
〕

7
月
2
0
日
　
（
金
）

【おわび】

6
月
号
の
9
ペ
ー
ジ
電
動
式
生

ご
み
処
理
器
購
入
助
成
記
事
で
、

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
以
下
の
と
お

り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

対
象
世
帯
…
過
去
に
当
該
助
成
金

の
交
付
を
受
け
た
世
帯
は
申

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

【
政
策
推
進
課
】

忠
岡
川
柳
会
（
㌔
」
）

○
口
数
が
少
な
い
け
れ
ど
肝
っ
玉

※
こ
れ
か
男
と
い
う
も
ん
だ
。

○
皆
の
口
出
る
二
言
で
幸
せ
に

※
た
と
え
嘘
で
も
。

○
連
休
の
楽
し
さ
話
す
孫
の
口

※
聞
い
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
楽
し
そ
う
。

仲
直
り
た
の
し
い
口
に
な
っ
て
く
る

口
紅
で
女
に
戻
り
照
れ
る
妻

口
ご
た
え
し
な
い
ペ
ッ
ト
に
愚
痴
を
言
う

あ
い
つ
に
は
顔
で
負
け
る
が
口
で
勝
つ

哀
れ
と
は
楢
山
節
考
ロ
ベ
ら
し

ア
イ
ウ
エ
オ
大
口
開
け
て
顔
体
操

夫
婦
で
も
目
は
口
ほ
ど
に
物
言
わ
ぬ

ほ
ろ
酔
い
で
し
ぜ
ん
に
十
八
番
口
を
つ
く

あ
お
り
立
て
情
勢
変
わ
り
口
ぬ
ぐ
う

少
子
化
を
口
減
ら
し
と
い
う
勿
れ

口
々
に
意
見
出
し
た
が
ま
と
ま
ら
ず

口
許
は
愛
ら
し
い
け
ど
語
気
下
品

口
の
中
残
り
少
な
い
大
事
な
歯

可
愛
い
い
な
赤
い
オ
ベ
ベ
に
お
ち
ょ
ぼ
口

年
い
く
と
体
動
か
ず
口
う
ご
く

指
を
お
り
口
で
呟
き
川
柳
を

も
う
ダ
メ
だ
み
た
い
な
口
で
チ
ヌ
釣
れ
る

杉
谷
　
晶
三
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

勝
又
栄
美
子

正
木
　
伸
明

川
崎
ア
イ
子

山
田
　
典
和

藤
田
志
津
意

砂
原
　
久
子

神
山
　
芳
子

鷹
峰
　
基
秀

吉
田
　
光
子

西
川
　
粋
謡

桐
谷
　
英
樹

三
島
　
桃
代

烏

谷

　

　

猛

上
田
　
克
子

岡

川

　

　

衛

大

槻

　

　

線

犬
伏
晃
一
郎

西
川
リ
ヨ
子

上
川
　
睦
夫

杉
谷
　
晶
三

ー
月
号
題
　
『
信
』
　
　
　
　
　
7
月
5
日
締
切

8
月
号
題
『
節
電
・
節
約
』
　
8
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
　
「
〒
莞
千
〇
八
〇
四
　
馬
瀬
2
丁
目
8
－
1
5

「
忠
岡
川
柳
会
」
杉
谷
晶
三
宛
　
（
℡
2
2
・
2
0
2
2
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
7
月
1
5
日
　
（
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

率
毎
ハ
盆
、
／
八
年
′
毎
畑
、
琴
〃
鎧
、
八
達
、
ノ
妓
、
．
辱
小
額
ハ
率
毎
．
導
′
薫
〃
熔
1
〃
＼
繋
八
重
ハ
泣
、
ハ
“
琴
．
奴
、
ハ
韓
毎
．
録
、
′
泣
、
毎
ハ
韓
ハ
嫁
バ
八
達
ハ
．

●
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忠
岡
町
句
会

彷
彿
と
五
月
萩
に
浮
か
ぶ
入

明
易
し
覚
め
れ
ば
床
に
を
れ
ぬ
性

草
笛
や
八
十
路
に
残
る
里
ご
こ
ろ

父
の
日
も
待
つ
て
を
り
し
や
農
作
業

明
易
の
厨
に
い
つ
も
あ
る
手
順

●

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

花
野
　
久
子

花
野
　
昭
子

田
辺
紗
登
子

前
川
　
絹
代

小
判
草
風
の
意
の
ま
ま
揺
れ
て
を
り

短
夜
の
短
さ
夢
に
母
と
会
ふ

待
ち
わ
び
し
薔
薇
咲
き
姫
の
日
も
近
し

青
梅
の
ひ
と
つ
見
つ
け
て
さ
が
す
眼
に

四
肢
張
り
て
水
に
生
甲
斐
あ
め
ん
ほ
う

南
天
の
花
の
微
塵
と
な
り
て
散
る

先
づ
雀
つ
ぎ
つ
ぎ
烏
来
明
易
し

●

田
辺
千
鶴
子

清
座
　
晴
子

高
橋
あ
い
子

藤
野
　
清
子

竹
中
三
津
子

松
島
　
信
雄

西
谷
　
祥
子

紫
陽
花
に
色
め
く
雨
と
な
り
に
け
り

短
夜
や
老
犬
看
取
る
仮
寝
か
な

明
易
や
野
良
に
人
声
す
で
に
あ
り

次
回
　
七
月
五
日
　
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
百
合
二
枚
店

忠
岡
後
教
教
竺
諒
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

山
積
み
の
セ
ー
タ
ー
と
糸
せ
つ
な
い
ね
、
と
廃
業
始
末
に

追

わ

れ

い

る

友

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

※
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
る
セ
ー
タ
ー
や
糸
、
作
者
の
友
人
は
仕

事
を
止
　
（
や
）
　
め
さ
る
を
得
な
い
こ
事
情
に
て
廃
業
を
決
め
ら
れ

た
。
そ
れ
は
個
人
的
な
事
情
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
社
会
的
な
問

題
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
訪
ね
ら
れ
た
作
者
の
切
な
さ
も
伝
わ
る
。

す
こ
や
か
に
気
丈
に
生
き
よ
と
鷺
の
朝
な
夕
な
に
母
を
励

ま

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
一
首
を
通
し
て
頻
り
に
鳴
く
明
る
く
美
し
い
う
く
い
す
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
作
者
の
母
上
は
愛
媛
県
に
お
住
ま
い
と
聞

く
。
豊
か
な
自
然
も
お
も
わ
せ
る
清
々
し
い
印
象
と
共
に
母
上
を

常
に
案
じ
て
お
ら
れ
る
作
者
の
優
し
い
真
情
も
の
ぞ
い
て
い
る
。

さ
や
さ
や
と
風
わ
た
る
午
後
竹
林
の
傾
り
に
夫
と
子
筍
を

掘

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

※
季
節
感
の
あ
ふ
れ
る
作
品
で
、
竹
林
を
吹
き
抜
け
る
風
の
音
も
感

じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
山
の
傾
斜
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
か
ら
筍
を

掘
っ
て
お
ら
れ
る
旦
那
さ
ま
と
子
息
の
様
子
も
想
像
さ
せ
、
心
配

気
に
見
つ
め
て
お
ら
れ
る
作
者
の
回
り
に
も
土
の
香
が
漂
う
。

初
夏
（
は
つ
な
つ
）
　
の
木
立
の
生
気
み
ず
み
ず
し
汗
を
拭

（
ぬ
ぐ
）
　
い
て
一
礼
し
受
く
　
　
　
　
　
宮
里
　
英
彦

ガ
ー
ド
下
通
り
抜
け
れ
ば
青
鷺
の
飛
び
立
つ
を
見
る
工
場

の

中

へ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

フ
レ
ー
ム
に
納
ま
り
し
夫
老
い
の
な
く
吾
は
老
い
た
り
重

ね

し

二

十

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

夢
の
中
お
見
合
い
の
日
の
服
装
の
在
り
し
日
の
夫
婚
五
十

年

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

タ
ン
ポ
ポ
の
か
く
し
味
と
も
日
溜
り
に
黄
金
よ
り
そ
う
土

手

の

秋

草

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

花
散
り
し
桜
木
の
葉
の
鮮
（
あ
ざ
）
　
ら
け
く
春
の
日
浴
み

て

い

よ

よ

艶

め

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

死
語
と
な
り
し
進
駐
軍
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
今
は
懐
か

し

く

田

か

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

三
百
年
の
ち
の
日
本
は
如
何
な
ら
ん
今
君
と
見
る
金
環
の

蝕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子

《
課
題
詠
》
　
「
雨
」

怪
獣
の
傘
を
買
い
た
る
男
の
曾
孫
あ
し
た
は
雨
が
降
る
と

い

い

の

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

テ
ロ
ッ
プ
に
電
車
不
通
と
流
れ
ゆ
く
「
身
投
げ
で
な
か
れ
」

雨
霧
（
あ
ま
ぎ
り
）
　
の
夕
　
　
　
　
　
　
宮
里
　
英
彦

誰
（
た
）
が
入
れ
し
子
安
地
蔵
の
御
前
に
よ
べ
の
雨
に
て

金
蓋
花
（
き
ん
せ
ん
か
）
映
ゆ
　
　
　
　
中
村
ハ
ル
ミ

雨
空
に
明
日
の
コ
ン
ペ
を
期
待
し
て
吊
り
下
げ
て
み
ん
て

る

て

る

坊

主

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

水
害
の
二
度
の
被
災
の
ト
ラ
ウ
マ
に
大
雨
の
中
河
川
見
つ

め

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子
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第17回泉佐野市長杯争奪

少年・少女
サッカー大会
（∪－12）

忠岡SSSが
優勝‖

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
館

3
3
・
1
1
5
3

【開
＼
水
～
日
曜
日
　
　
用
時
～
柑
時

土

　

7

　

1

4

　

2

1

　

2

8

金

　

6

　

1

3

　

2

0

　

2

7

木

　

5

　

1

2

　

1

9

　

2

6

水

　

4

　

1

1

　

1

8

　

2

5

火
③
⑲
⑲
㊧
⑪

月
㊤
㊥
⑯
⑲
⑲

日
①
8
1
5
2
2
⑲

新
着
図
書
案
内

《一般書》

そ
れ
で
も
、
家
族
は
続
く
信
田
さ
よ
子

ほ
ん
と
う
の
診
断
学
　
海
堂
　
　
等

人
生
を
面
白
く
す
る
－
・
仕
事
ハ
ッ

ケ

ン

術

　

　

　

　

　

　

　

宋

　

　

文

洲

高
校
生
か
ら
わ
か
る
原
子
力

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

あ
か
に
ん
じ
ゃ

だ
れ
の
た
ま
ご

稲
葉
　
茂
勝

木
内
　
達
朗

高
畠
　
那
生

は
な
か
っ
ば
と
は
ね
か
っ
ぱ

あ
き
や
ま
た
だ
し

世
界
一
力
も
ち
の
女
の
子
の
は
な
し

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
1

上
昇
思
考

夜
の
園
の
ク
ー
パ

ラ
プ
ソ
フ
ァ
に
、

勝
ち
逃
げ
の
女
王

漏
洩
身
を
捨
て
て
こ
そ

日
御
子

信
長
死
す
べ
し

卜
刀
二

心
の
ナ
イ
フ
　
上

池

上

　

　

彰

畏
友
　
佑
都

伊
坂
幸
太
郎

ひ
と
り
石
田
垣
根
笹
本
白
川
帯
木
山
本

して
丁

・下
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ネ
ス

女
が
嘘
を
つ
く
と
き

リ
ユ
ド
ミ
ラ
・
ク
リ
ッ
カ
ヤ

《児童書》

し
ら
ペ
て
遊
ぼ
う
こ
の
他
園
だ
れ
の

も

の

？

　

　

　

　

　

　

　

N

H

K

出

版

す
ら
～
リ
イ
モ
ム
シ
な
ら
べ
て
み
る

と

…

　

　

　

　

　

　

　

　

高

岡

　

昌

江

し
ら
べ
よ
う
！
か
ん
が
え
よ
う
－

七
夕
か
ざ
り

～
短
冊
に
願
い
ご
と
を

書
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

★
7
月
4
日
（
水
）
～
7
日
（
土
）
に

短
冊
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

《
今
日
の
特
葉
》

「
課
題
図
書
」
揃
え
て
い
ま
す

貸
出
は
1
週
間
で
す
。
そ
の
他

夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
、
工
作

や
自
由
研
究
の
本
な
ど
も
、
特
集

し
て
い
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
よ
る
臨
時
休
館

7
月
3
日
（
火
）
ま
で
、
特
別
図

書
整
理
期
間
の
た
め
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
4
日
（
水
）
よ
り

通
常
通
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

●

【
く
す
の
き
学
園
】

金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

～
あ
な
た
の
大
切
な
お
金

狙
わ
れ
て
い
ま
す
～

と
　
き
　
7
／
1
9
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
1
階
視
聴
覚
室

定
　
員
　
2
0
名

講
　
師
　
近
畿
財
務
局
職
員

申
込
み
　
7
／
4
～
1
8
に
事
務
所

ま
で
　
（
電
話
申
込
可
）

【
生
活
セ
ミ
ナ
ー
】

ゴ
ー
ヤ
料
理

夏
パ
テ
予
防
メ
ニ
ュ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ー
・

と
　
き
　
7
／
2
5
　
（
水
）1
0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
実
習
室

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

材
料
代
　
6
0
0
円

講
師
　
　
前
田
　
和
子
先
生

（
料
理
研
究
家
）

申
込
み
　
7
／
4
～
1
8
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

落
語
入
門
講
座

基
本
か
ら
学
ぶ
全
1
2
回
シ
リ
ー
ズ
！

と

　

き

　

8

／

1

～

1

2

／

1

9

隔
週
の
水
曜
日
全
1
2
回

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

と
こ
ろ
　
3
階
茶
室

講

　

師

　

4

代

目

　

桂

　

　

文

昇

（落語家）

定
　
員
　
1
0
名
（
町
内
在
住
在
勤
）

教
材
費
　
2
0
0
0
円

（
扇
子
・
手
拭
い
等
）

申
込
み
　
7
／
4
～
2
5
に
教
材
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

※
5
名
以
下
の
場
合
や
講
師
の

都
合
等
で
、
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

劇
団
「
と
ん
が
ら
し
」
講
演

一
幕
喜
劇
『
ぽ
ち
ぽ
ち
』

と

　

き

　

8

／

5

　

（

日

）

開
場
　
1
3
時
～

開
演
　
1
3
時
3
0
分
～

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
演
者
　
高
石
市
民
劇
団

「
と
ん
が
ら
し
」

定

　

員

　

1

5

0

名

申
込
み
　
7
／
5
～
2
5
に
事
務
所

ま
で
　
（
電
話
可
）

※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
マ
ジ
ッ
ク

や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
を
予
定
。

木
～
士
9
時
～
2
1
時

日
　
　
1
0
時
～
1
8
時

展
示
場
所
　
文
化
会
館1
階
ロ
ビ
ー

世
界
の
蝶
の
展
示

展
示
期
間
前
期
後
期

●

7
／
2
6
㈹
～
2
9
働

8
／
2
㈹
～
5
㈲

ト
笑
顔
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト

【
5
／
1
3
・
泉
佐
野
市
】
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一
北
　
区
　
（
ソ
フ
ト
）

●

子
ど
も
会
後
援
会

球
技
大
会

【
5
／
2
0
　
新
浜
緑
地
】

優勝－・

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

優

　

勝

　

北

準
優
勝
　
中

【
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
】

優

　

勝

　

中

準
優
勝
　
馬

第
3
5
回
大
阪
府
小
学
生
空
手
道
選

手
権
大
会
　
【
5
／
1
3
大
阪
市
】

【
小
1
男
子
　
組
手
】
　
準
優
勝

【
小
1
男
子
　
形
】
　
　
ペ
ス
ト
8

仮
屋
崎
　
庵
選
手

全
国
大
会
出
場
決
定
！

【
小
5
女
子
　
形
】

第
3
位
　
落
合
紀
和
萌
選
手

（
忠
岡
束
1
丁
目
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

剣
道
大
阪
府
予
選

【
6
／
1
0
岸
和
田
市
】

3
人
ガ
へ
ス
ト
8

近
畿
六
台
へ

湯
上
　
彩
音
選
手

（
近
大
附
属
高
等
学
校
・
北
出
1
丁
目
）

山
下
　
優
理
選
手

（
大
阪
市
立
汎
愛
高
等
学
校
・
忠
岡
東

1
丁
目
）

山
下
　
眞
理
選
手

（
大
阪
市
立
汎
愛
高
等
学
校
・
忠
岡
東

1
丁
目
）

※
忠
岡
剣
友
会
O
B

●

に
は
お
母
さ
ん
に
ト
ス
の
練
習
に

付
き
合
っ
て
も
ら
う
部
員
も
。

「
し
ん
ど
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を

楽
し
む
の
か
男
子
の
部
活
」
と
井

川
怜
一
キ
ャ
プ
テ
ン
。
が
ん
ば
っ

て
勝
っ
た
時
の
爽
快
感
は
た
ま
ら

な
い
で
す
と
語
る
。
顧
問
の
下
坂

仁
先
生
、
奥
　
直
樹
先
生
か
ら

見
て
も
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
し

て
い
る
の
か
な
に
よ
り
う
れ
し
い

そ
う
で
す
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
1

年
生
1
3
人
、
2
年
生
1
2
人
、
3
年

生
4
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
顧

問
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、
1
8
時

半
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
コ
ー

ト
は
男
子
バ
レ
ー
部
と
交
代
で
使

用
し
、
使
え
な
い
日
は
体
育
館
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
筋
ト
レ
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
二
市
一

町
の
大
会
を
目
標
に
、
「
気
持
ち

を
一
つ
に
し
て
勝
と
う
」
を
合
言

葉
に
、
守
備
を
中
心
に
全
体
的
な

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現

在
1
年
生
6
人
、
2
年
生
4
人
、

3
年
生
6
人
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
目
標
は
近
畿
大
会
出

場
で
、
部
員
全
員
で
考
え
た
『
団

結
し
て
笑
顔
で
や
り
き
る
チ
ー
ム

づ
く
り
』
を
目
標
に
、
1
8
時
過
ぎ

ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で

も
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
部
員
も
お
り
、
中

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
「
今
ま
で
な
か
な
か
良
い

成
績
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ

れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
く
の
で
住
民

み
な
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
試
合
を
観
に
来

て
く
だ
さ
い
」
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

語
る
白
石
美
咲
キ
ャ
プ
テ
ン
。
顧

問
の
大
桶
早
貴
先
生
、
油
谷
哲
靖

先
生
、
稲
垣
五
月
先
生
も
生
徒
の

が
ん
ば
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
と

の
こ
と
で
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
が
ん
ば
る
男

・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
大
き
な

ご
声
援
を
。



成人歯科健診の・ご案内
実施期間　7／2（月）～10／31（水）

実施場所　以下の歯科医院

受診料　1000円（レントゲン不要の方は500円）

※生活保護世帯の方は受診料が免除されますので受診前に必ず

保健センターまで申請してください。（受診後の申請は不可）

対　象　20歳以上の町住民

※予約制の医院もありますので、受診前に必ず

電話等でお問い合わせください。

［成人歯科健診実施歯科医院］
・斉藤歯科医院　忠岡東2丁目8の5　℡22－8148

・坂田歯科医院　忠岡東1丁目39の9　℡33－1050

・杉原歯科医院　忠岡中2丁目18の2　℡22－5576

・タ　ニ歯科医院　忠岡中1丁目11の25　℡33－7766

・寺　本　歯　科　忠岡東1丁目18の19　℡21－6480

・正木歯科医院　忠岡中3丁目2の3　℡22－2007

・真嶋歯科医院　忠岡東1丁目15の17　℡33－0418

・よ　ね　も　と歯科　忠岡南1丁目3の22　℡31－4181

がん検診推進事業・肝炎ウイルス無料検診のご案内
6月末に、下記の年齢に該当する方に、子宮頚がん・乳がん検

診・大腸がん検診の無料クーポン券と検診手帳をお送りしていま

す。また今年度から、乳がん検診・大腸がん検診のクーポン券対

象者の方に、肝炎ウイルス検診の無料クーポン券を同時にお送り

しています。この機会にぜひ受診してください。

下記に該当する方で、クーポン券が届いていない方は、保健セ

ンターまでお問合せください。

■クーポン券送付対象者：平成24年4月20日現在、忠岡町の住民

で下記の期間に出生された方。

〔子宮頚がんクーポン券対象者〕

●

20歳　H3．4．2～H4．4．1生まれ

25歳　S61．4．2～S62．4．1生まれ

30歳　S56．4．2～S57．4．1生まれ

35歳　S51．4．2～S52．4．1生まれ

40歳　S46．4．2～S47．4．1生まれ

〔乳がん・大腸・肝炎ウイルス検診クーポン券対象者〕
40歳　S46．4．2～S47．4．1生まれ

45歳　S41．4．2～S42．4．1生まれ

50歳　S36．4．2～S37．4．1生まれ

55歳　S31．4．2～S32．4，1生まれ

h：喜喜芸 S26．4．2～S27．4．1生まれ
※大腸がんは男女が対象。

※乳がんエコー検診は対象になりません。

セアカコケクモ等対策肖闇
期　間　7月20日～8月31日

★見つけたときの処置…必ず手袋をし、殺虫剤を吹き付けてくだ

さい。卵のうなどは踏みつぶす。

★クモがよくいる場所‥・排水溝の側面やふたの裏・墓石まわりなど

・一一一◆役拐の各種相談◆・一一…

【法律相談】7／25㈹13：30～　役場

3階交流センター　当田9時から電話

受付（先着6名）政策推進課　℡22－

1122

【行政相談】電話受付（政策推進課）
℡22－1122

【人権相談】7／17扶）13　30～15　30

いき力てい支援課横相談室13日陰ほで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和堂

で随時相談に応じています。

【労働相談】7／19㈹13：30～15：30

いさかい支援課横相談室　直接会場へ

【消糞生活相談】毎週火・金曜日13：00
～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【女性電話相談】7／18休）1330～15

30　文化会舘　相談専用　空i33－2323

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピープルハウ

ス忠岡内）

総合福祉センタ‾　℡22‾0350i

●なつかしの映画会7／3㈹13：30～■

；憲識錆
☆民謡踊り教室　月・水・金13：30～l

☆囲碁・将棋　火・木　13‥00～i

☆大正琴　　　第1●3木10：00～j

墓三品三三：三三の家宝22竺1‥芸；喜
☆カラオケクラブ　月～金13：00～

☆音楽クラブ　　火10‥00～！

☆健康体操クラブ　月　10：00～l
－．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＋．．＿＿■J

和泉保健所だより
℡41－1342

★肝炎ウイルス検査

7／17（火）受付9時30分～10時30分

要電話予約

★エイズ・クラミジア検査と相談

抗体検査　7／11（水）・25（水）

受付9時30分～11時　※電話相談可

★こころの健康相談　随時（要電話予約）

【問】期間中の相談は生活環境課まで

No549　2012．71（16）



保　　健

センター
役場2時

も燈重2冨一重憂22（内欝¢～252）

rこlX22－一郎；63

メールアドレス
bokenc＠tOWn一泡daoka．jp

●

「■■‾■■1■■二二二二二二■二二二二‾■■‾‖‾■1
l　＝住巨健診のヱ窯内＝
幸　定員に満たない健診については受付中です。

i　次は秋・冬の実施となります0残りわずかの検診も

iあります0定員になりしだい受付をしめきります0

了芸震讐慧表号慧芸芸遠望賢慧芸豪農実警雲去慧警●
実施日　7月13日（金）9時～11時30分

！●肺がん・結核（胸部レントゲン・喀疾検査）、大腸

！がん（便検査）検診

】　実施日　7月13日（金）9時～11時30分

i●乳がん・子宮がん・骨租しょう症検診

l　実施日　7月10日（火）9時～15時30分
－　　　　　≪場所はいずれも保健センター≫

負担費用は、特定健診は1，000円、がん検診はそれ

ぞれ500円です。上記検診を受診希望の方は、保健セ

ンターまでお申し込みください。

☆町内医療機関での検診は、保健センターへの申し込

l　みは必要ありません。医療機関に直接お問い合わせ

＿・．‖ノi　ください0

℡　20－0331

払Ⅹ20－0335
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～
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付
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後
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月
健
診
時
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
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★
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月
健
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ま
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望
す
る
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タ
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お
問
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さ
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＝7月の行事カレンダー＝

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

1 �"�3 釘�5 澱�7 
・おもちゃの病院 � � ��

児童館 刧S13：00～ 刧S13：00～ �����c�����

一般ゴミ④ ベット（東側） �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

8 湯�10 ����12 ��2�14 
・健康相談 ㊨13：30～ ���c�8�c������T$4y�ｨ霻��ﾓ�8�c��������.ｸ､ｩ_｢�xc���c����� 

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼R� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ（酎 

「15 L r ��h､8,ﾃ��17 ����19 �#��21 

◆人権相談（16P） ・2歳6カ月健診 ⑳13：00～ ����e��｢�・労働相談（16P） �3���c������ｼh�� 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ（診 ��一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

l ㌢22 �#2�24 �#R�26 �#r�28 

◆健康料理教室 ��◆法律相談（16P） � 

㊥10：00～ ⑳13：30～ 仆8���u3���c����� 凵汾g長・体重測定 

◆歌体操 ⑳13：30～ ◆お誕生会 ⑳10：00～ �7H6ﾘu3���c������?ｨ��u3���c�����

一般ゴミ＠ �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

29 �3��31 ・消桑相談（16P） ◆お母さんの勉強 室⑳10：30～ 嶋����

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

⑳役　場⑳望ンタ竺◎余響）こ

⑳文化会館㊥完青票㊧悪書票

㊦窟岩、富㊨誓う雷撃⑳笑う漂

◆＝予約が必要です。

【コミ収集日の凡例】
一般コミ（み‥馬瀬、北出、高月南、高

月北
サ般コミ⑧…新浜、忠岡雨・申・北・棄

ペ　ット（西側）…南海線西側

ペ　ット（東側〉・南海繚東側

缶tピン（西側）…南海線西側

缶・ピン（東側）・南海繚東側

粗大ごみの処分

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353品芸認諾禁謡）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター●受付及び　月～金9時30分～16時

072　423－2663．！∴　－


